
毒誇Nationa・HoSPita・OrganizationRYUKYUHospita・三宅　　　　　独立行政法人国立病院機構琉球病院平成27年2月号

㌦∵二蔓㍉＿　　　1　＿＿▲

院　長
碍治康秀（ふくじ　やすひで）
1964年生まれ、那覇市出身、首里高校卒。

1993年琉球大学医学部卒、琉球大学医学苦β精神神経科入局。

95年那覇市立病院精神科、96年琉球大学精神神経科、2009年琉球病院精神科部長、2010年副院長を経て
2014年琉球病院長に就任。

日本病院・地域精神医学会理事。

l基本理念
この病院で最も大切なひとは医療を受ける人である

＜依存症病棟15周年記念式典報告＞
平成26年12月13日、土曜日、琉球病院アルコール・薬物依存症病棟開棟15周年記念式典を開

催致しました。依存症病棟を卒業（退院）した方々、各地域のアルコール依存症、薬物依存症
の自助グループの方々、日ごろからお世話になっている医療、福祉等行政機関の方々、また、

当院OBスタッフも含め、総勢115名のご参加を頂きました。

村上優榊原病院長（当院前院長）による特別講演「私がともに歩んだアルコール・薬物依存
支援の道～40年を顧みる～」では、現在の当院アルコール・薬物依存症病棟の礎が創られた道
のりとも重なり、今後の依存症治療・支援や病棟のあり方に力や勇気をいただける有意義なお

話しでした。そして、沖絶県の依存症医療の中で担うべき当院の役割を改めて認識し、その責
任を強く感じる内容でした。この15周年記念式典のプログラムのもう一つの目玉となったの
は、病棟を卒業（退院）された方々が一堂に集い、懐かしいスタッフとともに互いに回復の道
のりの労いあうことができたことです。式典では卒業者、そしてその家族8名の方に回復の道の
りの体験談を語って頂きました。様々な環境で葛藤しながらも病気を受け入れ　苦悩し奮闘す
るその体験や姿には胸を熱くし心を打つものがありました。私たちが依存症病棟で出会う患者
さんには、一人ひとりに色々なドラマがあります。回復の道を一歩踏み出すにはご本人にもご

家族にも大きな決断があり、その道を歩き続けていくことも並大抵のことではないと思いま
す。私たち医療が関われるのは長い回復の道のりのほんの一瞬にすぎませんが、その一瞬でも
寄り添えたことに看護のやりがいを感じ、それこそがアルコール依存症看護の醍醐味であるこ
とをこの式典を通して改めて感じました。それぞれの15年を振り返ることで、当病棟のこれか
らの役割と新たな一歩を謄み出す力となりました。今後とも皆様のご指導、ご支援をいただけ
ますようよろしくお願いいたします。

・一般精神科

・こども心療科

・物忘れ外来

・アルコール依存症等外来

・精神科病棟　181床

・認知症　　　　　50床

・アルコール　　　54床

・児童思春期

ユニット　　　　　4床

・重症心身

障がい　　　　　80床

・医療観察法　　　37床

那帯市からのアクセス

路線ノてス／那覇B貿下り）または名護B貿上り）より沖縄パス
「77番名護索線」浜巳バス停下車徒歩3分

自動車／那覇市から40分
沖縄自動車道道金武インターから名護向け5分

0地域医療連携室だより
当院は、医療観察法の指定入院医療機関であり、通院決定又は退院決定を受けて地域で生活している期間中は，

医療観察法と精神保健福祉法が適用されます。精神保健福祉法に基づく入院の期間中も，精神保健観察は停止する
ことなく続けられ、指定通院医療機関や保護観察所は，本人が入院している医療機関と連携していき退院後は、指

定通院医療機関で通院が再開されます。再他者行為を起こさないために手厚い支援を行っています。

児童思春期ユニット
2床

1月26日現在 ※入院予約に関するお問い合せは地域医療連携室へご相談下さい。

お問い合わせ時間
8：30～17：15（土・日・祝日以外）
TEL：098－968－2133（代）

内線：231・234
FAX：098－968－7370

地域医療連携室直通

〒904－1201沖縄県国頭郡金武町金武7958tl　　　代表電話　098－968－2133
http：／／www．hosp．go．jp／～ryukyul／FAX　098－968－2679

地域医療連携室
F AX 098－968－7370
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1治療抵抗性精神疾患への医療 

クロザピンの治療状況 
㊧　　　　平成22年2月に1例日の投与を開始し、全症例は126例になりました。12月の新規導入は1例でした。重度の精神症 

琉球病院　　状を持った患者様が回復され、その退院数も60例を超えています。クロザピン専門外来も3回／週行っており、患者様 

蒜蒜蒜　のご相談をお待ちしています。 

適評■m吉諾碧慧深部病院麻酔科のご協力の下、m＿E。Tによる治療を行ってお。ます。平成26年12月の治療甜4 
例であり、各症例とも改善傾向が認められております。 

Iこども心療科 
これまでこども心療科では医師・看護師・心理療法士・ソーシャルワーカーなど多職種でこどもたちの支援を行ってきましたが、 

1月より新たに言語聴覚士が加わりました。言語聴覚士が加わったことで「ことばが出ない」「ことばの遅れがある」「お話してい 

るけど発音がはっきりしない」「吃音が気になる」など、こどものことばの発達に関する相談・評価・リハビリをトータルで行える 

ようになりました。当面は火曜・水曜・木曜の過3日、言語訓練を実施します。ことばの発達に関して評価及び治療を希望される方 

は地域医療連携室にまずご相談下さい。 

l認知症医療 
＜金武町認知症講演会のお知らせ＞ 歪登書写≡軍…誓言≡菜重責等築き芦恵重言蓋蓋≡這…違憲器／農芸落 

差し警誓言警芝慧芸芸芸表芸悪さ芸芸左孟孟宗表芸謁嘉志孟遠芸警墓羞芸芸も　　評欄 萎彗書芸≡軍表芸雷雲冨益子慧雷雲芸三言芸‡喜言≡完票警霊宝三㌢誌苦も鐸rq￥㌔　Ⅴ 

l重症心身障がい児医療 
平成24年4月、障害福祉サービスの支給決定プロセスが見直され、相談支琴事業所による計画相談支援の対象が大幅に拡大されま 

した。当病棟に入所されている利用者の大半は、陣容福祉サービスの中の“療養介護”の支給決定を受けています。平成24年4月の 

プロセス見直しを受けて、当病棟の入所者も平成27年3月までに計画相談支援を導入することとなり、今年度、重点的に取り組んで 
います。当病棟の入所者は、降がい特性と病状により長期の療養生活を送っており、病棟内で支援が完結してしまいがちです。しか 

し、地域福祉の根幹を担っている相談支援事業所が利用者支援の輪に入ることで、地域との繋がりやご家族への相談体制、関連機関 

との連携がより一層充実していくと思われます。今後も引き続き、利用者一人ひとりの状態やニーズを把握し、更に地域との繋がり 

を大切にした支援を提供していきたいと考えます。 

∧1アルコール・薬物依存医療 

平成25年5月27日、アルコール依存症の新しい治療薬「レグテクト」が発売となりました。レグテクトは、アルコール依存症の方 rの強い『飲酒欲求』を直接和らげてくれる作用があります。当院では12月現在、外来通院の患者様70名、入院中の患者様25名の方 

が服用されています。内服している方は「飲酒欲求が軽減した」と話され、再飲酒の抑制につながっています。当院での実際の効果 

を判定するための調査を行う予定です。患者様へは、適宜導入を勧めています。断酒が困難な方は、ぜひ外来を受診し相談して下さ 
い。 

1包括的地域精神医療（ACT） 
寒暖の差が大きくなり、＿体調管理に気を使う月でもあります。インフルエンザが段々と猛威を振るい、南部から北部へ流行をして 

いきます。訪問看護スタッフも自己管理に気をつけるように吸いや手洗い、十分な休養をとり、体調が悪いときには人ごみに近づか 

ないようにしています。訪問対象者の皆様にも風邪予防に努めるよう啓発運動を展開します。身体の病気をすることで、ストレスが 

高くなり、普段の生活が行えないことで、精神症状にも影響が出てくる場合もあります。訪問対象者の皆様で風邪にならない有効な 

方法（健康法）、食べ物などがあればアドバイスをください。各個人により対処法は遠いますが、一度試してみるのも良いのではな 
いかと思います。 

訪問看護状況は、外来通院の方が訪問看護を導入する方も増えてきました。日頃の生活の中で、日常生活を営むこと、病気と仲良 

く付き合える方法を一緒に考えてみることも今年の新たな目標としても良いのではないかと考えています。各主治医へ一度ご相談さ 

れてはいかがでしょうか。 

l臨床研究部活動状況 
統合失調症認知機能簡易評価尺度日本語版（BACS－J）の紹介② 

芸誓諾遠讐慧詰芸諾雷雲若き…票諾誓言誉竺…芸雷芳書琵間で簡便に実施することができ、二二　＿二：≡義■ 
〒904－1201沖縄県国頭郡金武町金武7958－1　　代表電話　098－968－2133　　　地域医療連携室

http：／／www．hoSP．gO．jp／～ryukyul／FAX O98－968－2679　　FAX 098－968－7370


